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本ほん当とうはこわい話はなし




かくされた真しん実じつ、君きみは気きづける？








小こ林ばやし丸まる々まる・作

ちゃもーい・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







































































この作さく品ひんはフィクションです。実じつ在ざいの人じん物ぶつ、団だん体たい、作さく品ひん等とうとは一いっ切さい関かん係けいありません。
























　昨日きのうの話はなしなんだけどさ、

　学がっ校こうで校こう内ない放ほう送そうが流ながれたんだ。

「ナイフを持もった不ふ審しん者しゃが侵しん入にゅうして、生せい徒とが数すう人にんおそわれた」、

「警けい察さつに通つう報ほうしたが現げん在ざい逃にげている」って。

　でもオレその放ほう送そうが流ながれたとき、

　ちょうどトイレの個こ室しつに入はいってて、

　廊ろう下かからみんなの逃にげる声こえとかしてんだけど出でられなくてさ、

　でも逆ぎゃくに下へ手たに今いま逃にげるより、ココでかくれてる方ほうが安あん心しんかもとも思おもって、

　そのままトイレにかくれてることにしたんだ。

　んで、少すこし経たったんだけど、

　急きゅうにピタッと廊ろう下かから聞きこえてた声こえとかなくなって、

　代かわりに１つだけ──、

　だれかがトイレの方ほうに向むかってくる足あし音おとだけ、

　聞きこえてきたんだよ。

　やべー。

　と思おもったんだけど、

　もう今いまからじゃ出でられないじゃん。

　そしたら、そいつ案あんの定じょうトイレに入はいってきて、

　最さい悪あくなことにトイレの個こ室しつのドアを順じゅん番ばんに開あけ始はじめたんだよ。

　オレがかくれてたのは、

　入いり口ぐちから４番ばん目めの個こ室しつでさ、

　もう心しん臓ぞうが超ちょうバクバク。

　１番ばん目め、バタン。

　２番ばん目め、バタン。

　３番ばん目め、つまりオレがかくれてる個こ室しつのとなりに、足あし音おとが近ちかづいてくる。

　カチャ……。

　ドアのノブに手てをかける音おとがした。

　そしたらなんか、となりにもかくれてたヤツがいたらしくて、

　抵てい抗こうしたみたいなんだけど、力ちからずくでこじ開あけられちゃって。

「うゎあっっー」

　って、となりのヤツが叫さけんだんだ。

　正しょう直じき、オレもつられて叫さけんじゃいそうになった。

　でもそのあと、

　そいつスグ、

「なんだ…先せん生せいか……」

　って言いって、泣なき出だしたんだよ。

　要ようするにトイレのドアを順じゅんに開あけてたの、学がっ校こうの先せん生せいだったんだよね。

　なんだよー、

　ふざけんなよー、

　ってオレ思おもってさあ。

　オレもとなりのヤツと一いっ緒しょでさ、

　もうすげー泣なきそうになってたから、

　逆ぎゃくにすげー安あん心しんしちゃってさ、

　すぐにドア開あけて、

　その先せん生せいに言いったんだよ。







「あせったよ。警けい官かんかと思おもった」って。































　桜さくら舞まう季き節せつの、とある朝あさ。

　彼かの女じょは転てん校こう初しょ日にちなのに、朝あさねぼうして、

　よほどあせっていたんだろう。

「遅ち刻こく、遅ち刻こく～」

　パンをくわえて走はしっていた。

　そんなこととはつゆ知しらず、

　僕ぼくは、いつもと同おなじようにねぼうして、

「なんで、もっと早はやく起おこしてくれなかったんだよッ」

　と起おこしてくれた母ははに文もん句くを言いって、

「あんた、そんなんじゃ一いっ生しょう彼かの女じょできないわよ」

　なんて言いい返かえされながら──。

　いつもと同おなじように、猛もうスピードで学がっ校こうへと向むかっていた。

　そんな彼かの女じょと僕ぼくは、

　ドンッ──!!

　曲まがり角かどでぶつかった。

　それは僕ぼく達たちにとって多た分ぶん、運うん命めいだったに違ちがいない。

　ヒュルルルル──

　彼かの女じょがくわえていたパンが、桜さくらの花はなびらとともに宙ちゅうを舞まう。

　それはまるでスローモーションのようだった。

　思おもえば、あのとき、あの瞬しゅん間かんから、

　僕ぼくにとって、彼かの女じょは一いっ生しょう忘わすれられない存そん在ざいになったんだ。

　今いまでも目めを閉とじると、

　見み開ひらいた瞳ひとみで僕ぼくを見みつめる彼かの女じょの顔かおを、ハッキリと思おもい出だしてしまう。

　たおれた彼かの女じょのもとに、

　かけ寄よろうとした僕ぼくはまず、

　ドアを開あけた。































　父ちちの転てん勤きんが決きまり、わが家やは引ひっ越こすことになった。

　学がっ校こうの友とも達だちと離はなれるのもいやだったが、

　一いち番ばんつらかったのは、飼かっていた犬いぬのタローと一いっ緒しょに暮くらせなくなることだった。

　引ひっ越こし先さきは社しゃ宅たくのマンションで、犬いぬを飼かうことはできなかったのだ。

　私わたしと姉あねは、なんとかタローと暮くらせるよう両りょう親しんに頼たのみこんだが、

　どうしても聞きき入いれてもらえなかった。




　引ひっ越こしの少すこし前まえ、タローは近きん所じょの山やま田ださんの家いえに引ひき取とられることになった。

「元げん気きでね。いい子こでね」

　頭あたまをなでると、タローはさみしそうに「くうん」と鳴ないた。

　涙なみだをこらえて別わかれ、家いえに帰かえった次つぎの日ひ。

「わん！」

　なんと、タローが自じ力りきで家いえに帰かえってきてしまったのだ。

　山やま田ださんはすっかりキゲンを悪わるくしてしまい、

　私わたしたちは仕し方かたなくほかに引ひき取とってくれる家いえを探さがした。

　しかしどこに預あずけても、どういうわけかタローは自じ力りきで帰かえってきてしまう。

　散さん歩ぽでは通とおったことのない地ち区くの家いえ、

　一ひと駅えき離はなれた地ち区くの家いえでも、ダメだった。

　帰かえってきたタローを見みて、嬉うれしいやら悲かなしいやらで、

　感かん情じょうがたかぶり泣ないていた私わたしの頭あたまに手てを置おいて、

　父ちちは「匂においをたどって帰かえってきたんだろうな」と言いった。

　そして、タローを車くるまに乗のせて、

「どこかの山やまへ放はなしてくるよ」と言いった。




　その日ひ、

　日に本ほんにはその年とし最さい大だいの台たい風ふうが上じょう陸りくしていた。

　いくらタローの鼻はなをもってしても、

　さすがにこの大おお雨あめの中なかで、

　人ひと里ざとはなれた山やまから自じ力りきで帰かえってくるのは不ふ可か能のうだと思おもった。

『これでもうタローとは一いっ生しょう会あえないんだな』

　幼おさな心ごころに覚かく悟ごを決きめたことを今いまでも覚おぼえている。




　しかし、予よ想そうは外はずれた。

　３日か後ごの夜よる、風ふ呂ろ場ばにいた私わたしに、母ははの声こえがハッキリと聞きこえた。

「タローが帰かえってきた」

　急いそいで玄げん関かんへかけつけると、

　そこにはドロだらけになったタローが、ぐったりと横よこたわっていた。

　タローは、またしても自じ力りきで帰かえってきたのだ。

　あの大おお雨あめの中なかを、

　いくつもの山やまを越こえて、

　こんなにぼろぼろになるまで走はしって──。

　ごめんね、

　ごめんね……。

　タローを抱だき上あげると、私わたしは大おお泣なきしてしまった。







　それから引ひっ越こしは中ちゅう止しになり、

　タローは寿じゅ命みょうで亡なくなるまでの間あいだ、

　家か族ぞくの一いち員いんとして、

　３人にんと１匹ぴきでみんな一いっ緒しょに暮くらしたのである。































　そうそう『電でん話わ』で思おもい出だしたんだけど、

　トメさん聞きいて下くださいな！

　傑けっ作さくな話はなしがあるんですよ～。

　今いまさっきの話はなしなんですけど、携けい帯たい電でん話わが鳴なって、

　画が面めんに『孫まご』って出でてたんで、電でん話わに出でたんですよ。

「もしもしおばあちゃんだよ」

　って言いったら、

「おばあちゃん、オレだよ、オレ」

　って言いわれて、

　なんだか話はなしを聞きいたら、

　事じ故こを起おこしてしまって、

　一いっ刻こくも早はやく相あい手ての手しゅ術じゅつ費ひを集あつめなきゃいけないと。

　そう言いうんですよね。

「おばあちゃん、早はやくお金かね振ふり込こんで。孫まごの言いうことが信しんじられないの？

　相あい手ての人ひとが死しんじゃう」って、

　電でん話わ口ぐちの男おとこの子こが泣なきながら言いうんですよ。

　でもそこでピーンと来きたんですよ。

　これは『オレオレ詐さ欺ぎ』だって！

　だって、ウチの孫まごは全ぜん員いん、女おんなの子こなんだもの！

　だから、

「年とし寄よりのお金かねをだまし取とって恥はずかしくないのかい」って、

　逆ぎゃくにお説せっ教きょうして電でん話わ切きってやったんですよ！

　ハハハ、傑けっ作さくでしょー。

　あれ、そういえば、トメさんはなんで、わざわざ戻もどってきたんですか？

　忘わすれ物もの？

　電でん話わしてくれたら、こっちから持もってったのに。































　Ａ町ちょうの踏ふみ切きりって心しん霊れいスポットとして有ゆう名めいじゃん？

　ひかれた女おんなの子こが足あしを切せつ断だんして亡なくなった……とかいう所ところ。

　こないだカノジョと二人ふたりでソコに行いったんだよね。

　確たしかに人ひと通どおりがないし、街がい灯とうも少すくないしで怖こわかったんだけど、

　別べつに不ふ思し議ぎな現げん象しょうとかは起おきなかったんだ。

　でも記き念ねんってことで、

　写しゃ真しん撮とったんだけどさ、

　なんと！

　カノジョのヒザから下したが写うつってないの！

　こわーと思おもって、

　呪のろわれたかもーと思おもって、

　霊れい能のう者しゃに見みてもらったんだ。

　そしたら、

　やっぱり心しん霊れい写しゃ真しんらしくて、

　こんなにハッキリ写うつっているのはめずらしいけど、

「悪わるい霊れいじゃないから、

　１回かい会あったくらいじゃ呪のろわれない」

　って言いわれて、

　まーちょっと安あん心しんしたんだけどさ。

　しかし、ほんとに幽ゆう霊れいっているんだね！































　たしかにテレビでも、

『週しゅう末まつは大おお雨あめになるでしょう』って言いってたし、もうすでに分ぶ厚あつくて真まっ黒くろな雲くもが空そらをおおってるから、ショウガナイとは思おもうんだけどさ。

　ここまで？　って思おもった。

　ゴロゴロ

　ゴロゴロ

　さすがにこれは、ヤバい。

　もしかして命いのちに関かかわるんじゃないかって感かんじがしてる。




　ゴロゴロ

　ゴロゴロ　ゴロゴロ




　昔むかしから、地じ震しん、カミナリ、火か事じ、親父おやじって言いうけど、

　正しょう直じき今いままで、「いやいや、そんなこわくないでしょ」とか思おもってたんだ。

　でも確たしかにこれはこわいわ……。

「大だい丈じょう夫ぶかな、どうなっちゃうのかな」

　って妹いもうとは泣ないてるし、

「いつまで続つづくのかしら」

　って母かあちゃんも震ふるえてるよ。




　こんなことになるなら、

　もっと早はやく割われた屋や根ねの雨あまもりを直なおしておけばよかったとか、

　食しょく料りょうに困こまらないよう、何なにか買かいだめしておけばよかったとか、

　いろいろ思おもうことはあるけど、

　今いまさら言いってもしょうがないか。
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　ゴロゴロ　ゴロゴロ

　あ～……。

　外そとだけでなく、

　家いえの中なかまで暗くらい雰ふん囲い気きになってきた。




　しかし、




　よくこんなゴロゴロできるなー。

　そろそろどっかいってもいい気きがするんだけど。

　なんなんだろうな……。

　ホント、

　オレこわい。




　親父おやじを見みてると。































　やっと警けい察さつが容よう疑ぎ者しゃ捕つかまえたね。

　知しってた？

　あの殺さつ人じん事じ件けんのヤツ。

　ニュースでもバンバン流ながれてたよね。

　あれねー、

　実じつは、ここだけの話はなしなんだけどさ、

　本ほん当とう、だれにも言いうなよ？

　オレ、

　あいつの逮たい捕ほに貢こう献けんしてんだよー。

　警けい察さつから賞しょう状じょうもらいたいくらいだよー。

　あの事じ件けんってさ、

　物ぶっ的てき証しょう拠ことか何なにもないんだよ。

　でもね、

　１個こだけあったの、

　証しょう拠ことなり得うるもの。

　被ひ害がい者しゃが残のこしてたんだよ、

　ダイイングメッセージ！

　よくあるでしょ？　マンガとかで。

　自じ分ぶんの血ちで書かいちゃうぞ、みたいな！

　あれにね。

　オレが気き付づいたの。

　もしオレが気き付づかなかったらさー、

　絶ぜっ対たい、警けい察さつは、

　あいつ逮たい捕ほしてなかったよ、

　すごくない？































「お医い者しゃ様さまはいらっしゃいませんか？

　どなたか、この中なかに、

　お医い者しゃ様さまはいらっしゃいませんか？」

　彼かの女じょの悲ひ痛つうな声こえに反はん応のうし、

　数すう人にんの医い師しが手てを挙あげて、彼かの女じょの方ほうを向むいた。

　彼かの女じょは人ひと混ごみをかき分わけて、

　彼かれらに順じゅん番ばんに近ちかづくと、

　自じ分ぶんの状じょう況きょうや素す性じょう、

　それから連れん絡らく手しゅ段だんを伝つたえてまわった。

　彼かの女じょは懸けん命めいだった。

　ひどくあせっているようにも見みえた。

　最さい後ごの医い師しと会かい話わをすませ、

　彼かれに対たいしておじぎをした彼かの女じょは、

　口くちを開ひらくと、

　再さい度ど、よく響ひびく大おおきな声こえで言いった。

「どなたか、

　この中なかに、

　弁べん護ご士しの方かたはいらっしゃいませんか？」































「どうしたの？　早はやく帰かえろうよ」

　くつを履はきかえた源げん太たが、僕ぼくのランドセルを手ての平ひらで軽かるく叩たたいた。

「いや、傘かさが見みつかんないんだよ」

　僕ぼくはクラスの傘かさ立たてをあさっていた。

「じゃあ、先せん生せいに言いって借かりれば？　ごめん。ボク、今日きょう、塾じゅくだから帰かえらなきゃ」

　そう言いうと、源げん太たは持もっていた青あおい傘かさを広ひろげた。

「それ、僕ぼくのと間ま違ちがってない？」

　たずねると、源げん太たは傘かさの柄えに付ついたネームタグを確かく認にんして首くびをふった。

「ボクのだよ。じゃあ、ごめんね。また明日あした」

　そう言いった源げん太たの背せに、僕ぼくは「うん、じゃー」と返かえした。

　どうしようかなあ。

　うでを組くんでしばらく考かんがえていた僕ぼくは、チラチラとこちらをうかがう視し線せんに気きづいた。

　顔かおを向むけると、視し線せんの主ぬしはあわてて柱はしらのかげにかくれた。

　グレーのコートのすそが柱はしらからはみ出でている。

「なんだよ、歩あゆ美み。何なにか用ようか？」

　声こえをかけると、予よ想そう通どおり柱はしらのかげから歩あゆ美みが顔かおを出だした。

「いや、別べつに。ただ、……帰かえろうとしただけよ」

　そう言いうと歩あゆ美みは、そそくさとくつを履はきかえた。

　僕ぼくは「そんじゃーな」と言いったが、歩あゆ美みはその場ばで何なにかモジモジとしている。

「先せん生せいに傘かさ借かりるの？」

「うーん、雨あめ強つよいし、それしかないかなあ」

　僕ぼくが答こたえると、歩あゆ美みは「源げん太たくんに途と中ちゅうまで入いれてもらえば良よかったじゃん」と言いった。




　なるほど。確たしかにそうだ。

　と思おもったが、自じ分ぶんの要よう領りょうの悪わるさを認みとめるのがいやだったので、

　僕ぼくは「なんか、源げん太たが塾じゅくだって言いうからさ」と答こたえた。

　それを聞きくと、歩あゆ美みはわざとらしく大おおげさにため息いきをつき、

「しょうがないなー」と言いった。

　僕ぼくと歩あゆ美みは幼よう稚ち園えんから一いっ緒しょで、親おや同どう士しも親したしく、家いえも近きん所じょだった。

「じゃあ、ほら」

　歩あゆ美みはピンク色いろの傘かさを広ひろげた。




　帰かえり道みちで交かわした会かい話わはたわいもないものだった。




　担たん任にんの先せん生せいの口くちぐせについてだったり、

　作さく文ぶんがきらいだとか、七の段だんが未いまだにあやしいとか、そういったものだ。

　歩あゆ美みの歩あるく速そく度どはとても遅おそかった。

　そのときの僕ぼくは「女じょ子しは歩あるくの遅おせえなー」くらいにしか思おもわなかったが、

　要ようするに歩あゆ美みは僕ぼくに話はなしたいことがあったのだ。

「……そんなことより」

　そう言いって歩あゆ美みは話はなしを切きり出だした。

「真しん司じはさ。好すきな子ことかいるの？」

「は？」

　僕ぼくは面めん食くらって、間まのぬけた声こえを出だした。

「な、なんでお前まえにそんなこと言いわなくちゃいけないんだよ」

「愛あい梨りちゃん、男だん子しはみんな好すきでしょ？」

　たしかに宮みや原はら愛あい梨りはとても可愛かわいい。

　だが、そんなことをそのまま口くちにするほど、僕ぼくは要よう領りょうが悪わるいわけではない。

　歩あゆ美みにだけは、変へんな誤ご解かいをされるわけにはいかないのだ。

「別べつにクラスの男だん子しみんなが、あーいうおじょう様さまタイプが好すきなわけではないよ」

　僕ぼくは平へい静せいを装よそおって、そう答こたえた。

「ふーん。そうなんだ。ふーん」

　歩あゆ美みは何なん度どかつぶやいた。

「じゃあ、男だん子しは？　男だん子しではだれが一いち番ばん人にん気きあんの？」

　僕ぼくは自じ分ぶんに向むいたほこ先さきを転てんじ、歩あゆ美みに向むけ返かえした。

「だれだろうなー。とりあえず、真しん司じでないことは確たしかだよ」

　歩あゆ美みはいたずらっぽく笑わらった。

「うるせーな。そんなことはわかってるよ…」

　……じゃあ、

　……歩あゆ美みは？

　歩あゆ美みは好すきな人ひととかいるの？

　頭あたまの中なかに言こと葉ばは浮うかんだが、声こえに出だす勇ゆう気きはなかった。

　僕ぼくが葛かっ藤とうしているうちに、歩あゆ美みの家いえが見みえてきた。

　そのとき、歩あゆ美みが足あしを止とめた。

「あのね……ちょっと、真しん司じに言いいたいことがあってね」

「…何なんだよ。あらたまって」

「………」

　歩あゆ美みが沈ちん黙もくし、雨あま音おとが急きゅうに大おおきくなったように感かんじる。

「……真しん司じの傘かさね。５年ねん生せいの傘かさ立たてに入はいっているよ」

「は？　……どういうこと？」

「ごめん。…私わたしがかくしたの」

「なんで？」

　歩あゆ美みの顔かおをのぞきこむと、頬ほおがほんのり赤あかく染そまっていた。

「……えっと、あの、一いっ緒しょに、帰かえろうと思おもって」

　雨あま音おとが遠とおのいて、今こん度どは自じ分ぶんの心しん臓ぞうの音おとが大おおきくなった。

「………」

　……歩あゆ美みは好すきな人ひととかいるの？

　頭あたまの中なかにさっきと同おなじ言こと葉ばが浮うかんだ。

「………」

「……あのさ、」

　僕ぼくが勇ゆう気きを出だして口くちを開ひらくと、歩あゆ美みも同どう時じに口くちを開ひらいた。

「……ごめんね。ホント」

　僕ぼくは大おおきく首くびをふった。

「…いや、全ぜん然ぜん、全ぜん然ぜん。別べつにいいよ。そんなこと」

　歩あゆ美みはそれを聞きいて安あん心しんしたのか、息いきを大おおきく吐はいた。

「真しん司じ、怒おこるかと思おもったから、よかったぁ」

「そんなんじゃ、怒おこんないよ。それよりさ、歩あゆ美みはさ……」

「何なに？」

　彼かの女じょは小こ首くびをかしげた。

「………」

「どうしたの？」

「……いや、何なんでもない」

　単たん純じゅんにヘタれただけだったが、

　歩あゆ美みの気き持もちを知しれただけでも、今日きょうのところは十じゅう分ぶんな収しゅう穫かくだと思おもったことも事じ実じつだ。

　少すこし気きを抜ぬくと、口くち元もとがにやけてしまいそうなくらいには、幸しあわせを感かんじていた。

「何なによ。変へんなの」

　彼かの女じょはそう言いうと、ピンク色いろの傘かさの柄えを僕ぼくの方ほうに押おして渡わたした。

「明日あした、返かえして」

「あー、うん。わかった」

「じゃあね」

「うん、じゃあ、明日あした」　僕ぼくが口くちにすると、歩あゆ美みは笑え顔がおで、

「次つぎは間ま違ちがえないようにするね」

　と言いって、家いえの玄げん関かんへと走はしって行いった。































　冬ふゆの朝あさ。

　まな板いたを叩たたく「トントントン」という音おとで、私わたしは目めを覚さました。

　寒さむさで布ふ団とんからなかなか出でられない私わたしに対たいして、

「早はやく起おきて。遅ち刻こくするわよ」

　キッチンから声こえがする。

　のろのろと起おき上あがり、リビングの椅い子すに座すわった私わたしの前まえに、

　湯ゆ気げの立たったみそ汁しるが置おかれた。

「冷さめないうちに食たべて」







　結けっ婚こん当とう初しょ、

　妻つまの料りょう理りが原げん因いんで、私わたし達たちはケンカをくり返かえした。

　もともと彼かの女じょは料りょう理りが上じょう手ずな方ほうではなかった。

　さらに言いうと、

　愛あいし合あっていたとはいえ、

　育そだってきた環かん境きょうが異ことなる他た人にん同どう士しなのだ、

　味あじの好このみ自じ体たいも大おおきく違ちがっていた。

　特とくに私わたしがゆずれなかったのがみそ汁しるの味あじ付つけだ。

　どうしても母はは親おやの、

『おふくろの味あじ』というやつを求もとめてしまう。

「何なにか違ちがう……」

　みそ汁しるを飲のむ度たびに、そう言いって彼かの女じょをガッカリさせ、

　悲かなしませてしまったことを、今いまでは深ふかく反はん省せいしている。

　あれから紆う余よ曲きょく折せつはあったが、

　もう５年ねんも経たっていた。




　テーブルの上うえに置おかれたみそ汁しるに口くちを付つける。

「うまい」

　そう。

　これがみそ汁しるだ。

　出だされたみそ汁しるは、

　完かん全ぜんに『おふくろの味あじ』そのものだった。

「これ飲のまないと、体からだが動うごかないんだよなあ」

　自し然ぜんと笑えみがこぼれる私わたしの顔かおを見みて、

　キッチンから、ため息いき混まじりの台詞せりふが返かえってきた。

「あなたもう、20年ねん以い上じょうおんなじこと言いってるわね」
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　その日ひは文ぶん化か祭さいの準じゅん備びがあってさ、いつもより帰かえりが遅おそくなったんだ。

　オレのクラス、模も擬ぎ店てんで焼やきそば売うるんだけど、

　なかなかおいしくできなくてさ。

　試し作さくをくり返かえして、結けっ局きょくひとりで５人にん前まえは食たべたかな？

「うっ、きもちわる……」

　案あんの定じょう、オレは帰かえり道みちでトイレに行いきたくなっちゃって……。

　家いえまで10分ぷんくらいの距きょ離りだったから、

　どーしよーかなーと思おもったんだけど、

　近きん所じょの公こう園えんの公こう衆しゅう便べん所じょに入はいったの。

　あんましキレイとは言いえない感かんじの個こ室しつで、落らく書がきだらけ。

　でもしょーがないと思おもって、ドアをしめたんだ。

　そのとき、ドアの内うち側がわに、黒くろい油ゆ性せいペンで小ちいさな文も字じが書かいてあるのを見みつけたの。

『右みぎの壁かべを見みるな。

　って。

　こういうのって、ダメって言いわれると見みたくなるじゃん？

　それで、

　ダメだと思おもいながらも右みぎの壁かべを見みたの。

　そしたら、今こん度どは、

　左ひだりの壁かべを見みるな。

　って書かいてあったんだ。

　で左ひだりの壁かべを見みたら、

　天てん井じょうを見みるな。

　って書かいてあったの。

　で天てん井じょうを見みたら、大おおきな赤あかい字じで、

　絶ぜっ対たいにふり向むくな。

　って書かいてあったの。

　さすがにちょっとこえーなーと思おもったんだけど、

　ここでふり向むけば、友とも達だちに話はなすネタになるしなーとか思おもって、

　勇ゆう気き出だしてふり向むいたんだ。

　そしたら、

　そこに女おんなの子こが立たってたの。

　黒くろ目めが全まったくなくて、歯はもなくて、

　口くちをパクパクして何なにか言いっている。

「へっへふな、へっへふな」って聞きこえて、

　何なにを言いってるのか最さい初しょわからなかったんだけど、

　だんだん声こえがハッキリと大おおきくなっていって、

　聞きこえたんだよ……。

「絶ぜっ対たいにしゃべるな」って。

　でも、こわすぎて、

　オレ、あぁー！　って叫さけんじゃったんだ。

　そしたら、

　その黒くろ目めのない子こ、パクパクするのやめて、

　口くちを開あけ始はじめた。

　ほっぺたが裂さけるくらい口くちが広ひろがって──。

　一いっ瞬しゅんで、

　バクッ！

　オレの頭あたまを丸まるかじりしたんだ』































　電でん車しゃのシートがしずんだ感かん触しょくで、

　だれかがとなりに座すわったことがわかった。

　目めを開あけると、クラスメートの西にし田だ君くんだった。

　彼かれはこちらを向むいて、口くちをパクパクと動うごかしていた。

　僕ぼくはため息いきをつくと、イヤホンを耳みみから外はずした。

「ため息いきつくことないだろう」

「えっ？」

　僕ぼくは聞きき取とれず、西にし田だ君くんに耳みみを近ちかづけた。

「いや、ため息いきつくなよ」

「ああ。ごめん、ごめん。曲きょくが良いいところだっただけだよ。えっとー……それで？」

　クラスメートと言いっても、西にし田だ君くんとは特とく別べつ仲なかが良よいというわけではなかった。

　所しょ属ぞくするグループも違ちがうし、用ようもないのに、

　こんなガラガラの車しゃ内ないで、僕ぼくのとなりに座すわってくるとは思おもえなかった。

「あのさ。近こん藤どうって最さい近きん、英えい語ごの成せい績せき上あがってるじゃん」

「ああ、そうだね」

　僕ぼくは素そっ気けなく返かえした。

　前ぜん回かいの中ちゅう間かんテストでクラストップになったので、

　僕ぼくの英えい語ごの上じょう達たつぶりは、周しゅう知ちの事じ実じつだった。

　その前まえのテストでは、最さい下か位い争あらそいをするレベルだった。

　争あらそっていた相あい手ての一人ひとりは、この西にし田だ君くんだった。

「今こん度どのテストで赤あか点てんを取とると、ホントにヤバいらしいんだよ。それでさ、

　……どうやって英えい語ごの勉べん強きょうしてるか教おしえてくれない？」

　僕ぼくは無む意い識しきにまた、ため息いきをついてしまった。

「……ダメかな？」

「いや、別べつにダメって訳わけじゃないけど……」

　西にし田だ君くんは手てを合あわせて、

「じゃあ、頼たのむよー」と言いった。

　僕ぼくは迷まよった。

　勉べん強きょう法ほうを教おしえたことで、『クラストップの座ざが奪うばわれてしまう』とか、

　そんな理り由ゆうではない。

「うーん。別べつに、意い地じ悪わるしてるわけじゃないんだよ。

　教おしえたところで、僕ぼくと同おなじことができるのか？　っていう話はなしでさ」

「……どういうこと？」

「かんたんに言いうと、僕ぼくの成せい績せきが上あがったのは、英えい語ご漬づけになったからなんだよ」

「英えい語ご漬づけになる？」

　西にし田だ君くんは僕ぼくの言こと葉ばをオウム返がえしにした。

「朝あさから晩ばんまで英えい語ごを聞きくんだよ。昔むかしから言いうだろ。

　外がい国こく語ごを学まなびたければ、その国くにの彼かの女じょを作つくれば良いいってさ。そういう話はなしだよ」

　少すこし考かんがえたあと西にし田だ君くんは、僕ぼくの首くびからたれ下さがっていたイヤホンを、

　自じ分ぶんの片かた耳みみに当あてた。




「日に本ほんの曲きょくじゃん」

「うん」

　僕ぼくはうなずいた。

「じゃあ、ホントに外がい国こく人じんの彼かの女じょがいるってこと？」

「いやいや。僕ぼくはクラスの女じょ子しとだって、そんなしゃべんないし」

「……えーと、意い味みわかんないんだけど」

　はあ。

　僕ぼくはまた１つため息いきをついて、全すべてを話はなすことに決きめた。

　とりあえず、早はやく会かい話わを止やめにしたかったのだ。

「僕ぼくが降おりるのは、４つ先さきのＡ駅えきなんだ」

　話はなしの流ながれについて来こられないせいだろう、西にし田だ君くんの眉み間けんにしわが寄よったが、

　僕ぼくは構かまわずに言こと葉ばを続つづけた。

「Ａ駅えきの近ちかくには墓ぼ地ちがある」

「ああ、知しってる。車しゃ内ないからも見みえるよな」

「その日ひはいやなことが重かさなってさ。キャラと違ちがうんだけど、少すこしイラついてて。

　学がっ校こうから帰かえるとき、あそこの墓はかを蹴けっ飛とばしちゃったんだよね」

「ん？　……ごめん。何なんの話はなししてんの？」

「だから、英えい語ご漬づけになる方ほう法ほうでしょ？」

「え、うん……」

　納なっ得とくはしていないだろうが、西にし田だ君くんは小ちいさくうなずいた。

「まー、とにかく、やってみればわかるからさ」

　僕ぼくはそう言いうと、西にし田だ君くんの手てからイヤホンを取とり返かえして、自じ分ぶんの耳みみに付つけた。

　ふー、やっと落おち着つく。

　西にし田だ君くんは要よう領りょうを得えないようで、まだ何なにか言いいたそうにこちらを向むいたままだった。

「そうだ……」

　僕ぼくはイヤホンを外はずさずに言いった。

「当あたり前まえだけど……外がい国こくの人ひとの墓はかじゃないと意い味みないから」
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　よくテレビのインタビューとかで、

　奥おくさんがケータイだまって見みてて、ムカつくとか、サイテーとか言いうじゃん。

　けど、やましいことがあるから、そう思おもうんだよね。

　まあ、言いうまでもないかもしれないけど、

　私わたしはだんぜん見みる派はなわけ。

　寝ねたな、と思おもったら、見みる。即そくで見みちゃう。

　パスワードなんて知しってるもん。

　パスワード打うってるときに、気きづかれないよーに、うしろから見みたから。

　今いまも、あの人ひとおフロ入はいってるから、即そくで見みちゃう。

　もー毎まい日にちやってるから、流ながれるような動うごきだよ～。

「他ほかの女おんなとやりとりしてたら許ゆるさない」

「他ほかの女おんなとやりとりしてたら許ゆるさない」

　自し然ぜんと毎まい回かい、リズムとって口くちずさんでるよ。

　おっと、もうすぐ15分ふんか、

　おフロ上あがってくる音おとがするな。

　でも全ぜん然ぜん大だい丈じょう夫ぶ、

　私わたし流ながれるような動うごきしてるから。

　メール閉とじて、

　スマホの画が面めんロックして、

　テーブルの上うえに無む造ぞう作さに置おいて、

　押おし入いれを開あけて、

　押おし入いれを閉しめた。































「犯はん人にんはＡ子こさん、あなただ！」

　気きを失うしなったかのように、

　おしりからくずおれる形かたちでソファーに座すわった探たん偵ていは、

　下したを向むいたままそう言いった。

　しかし、実じっ際さいにしゃべっているのは、この中ちゅう年ねんの探たん偵ていではない。

　ソファーの後うしろにかくれて、中ちゅう年ねん探たん偵ていの声こわ色いろを使つかい、

　この事じ件けんの真しん相そうを語かたっているのは──そう、

　われらが少しょう年ねん探たん偵ていドイルだ。

　彼かれは人ひと並なみ外はずれた推すい理り力りょくをもっているのだが、

　子こどもの自じ分ぶんが言いっても説せっ得とく力りょくがないことを自じ覚かくしており、

　麻ま酔すい銃じゅうを使つかって中ちゅう年ねん探たん偵ていを眠ねむらせ、

　自じ分ぶんの代かわりに、中ちゅう年ねん探たん偵ていが真しん相そうを語かたっているように見みせかけているのだ。

　少しょう年ねん探たん偵ていドイル。

　彼かれにかかればどんな難なん事じ件けんも、

　即そく座ざにその場ばで解かい決けつする。




　今日きょうの事じ件けんだって例れい外がいではない。

　彼かれが事じ件けんのトリックを語かたり終おえたとき、

　その場ばにいただれもが、言こと葉ばを失うしなって、こう思おもったと言いう。




『そんなトリック……実じっ際さいには、できっこない……』




　しかし、

　それを聞きいた犯はん人にんのリアクションは違ちがう。

　彼かの女じょはがっくりとヒザをつき、

　力ちからなくうつむいてこう言いった。

「そうよ。私わたしが殺やったわよ……」

　そして彼かの女じょは事じ件けんの動どう機きをとぎれとぎれに語かたり出だす。

「あの男おとこが悪わるいのよ。あの男おとこが……」

　その場ばにいただれもが、またしても言こと葉ばを失うしなった。




『そんな……そんなばかげた理り由ゆうで人ひとを殺あやめるなんて……』




　警けい察さつが自じ供きょうした犯はん人にんを連れん行こうし、

　タイミングよく目めを覚さました中ちゅう年ねん探たん偵ていに礼れいを言いう。

「今こん回かいも見み事ごとな推すい理りでしたね！

　まさかあんなトリックを使つかっていたなんて、

　夢ゆめにも思おもいませんでした。

　犯はん人にんがあの場ばで認みとめなければ、

　信しんじられなかったところです。

　さすが名めい探たん偵てい！」

　何なにも覚おぼえていないであろう中ちゅう年ねん探たん偵ていだが、

「ま、まあ、これくらい朝あさ飯めし前まえですよ！

　これからもドンと任まかせて下ください！」

　調ちょう子しよく話はなしを合あわせ、手て柄がらを自じ分ぶんの物ものにする。

　毎まい度どの流ながれだった。

　少しょう年ねん探たん偵ていドイルは、こんなとき毎まい回かい思おもうのだ。




「オレが一人ひとりでしゃべってるのに、オッチャンは本ほん当とうに調ちょう子しがいいな」































　はぁーあ、

　いつも玄げん関かんで顔かお見みてから思おもい出だすんだよな。

　おっちょこちょいというか、

　成せい長ちょうがないというか、

　どうして毎まい回かい確かく認にんしないで、

　ドア開あけちゃうんだろうなあ。

　毎まい月つき１回かいオレの住すんでるアパートに保ほ険けんの勧かん誘ゆうで来くるんだけど、

　このおばさん苦にが手てなんだよね。

　なんか、感かんじ悪わるいんだよね。

　ボサボサの髪かみに、

　ヨレヨレの真まっ黒くろな服ふく着きてて。

　勧かん誘ゆうの仕し事ごとって接せっ客きゃく業ぎょうなんだから、

　こんな格かっ好こうでいいのかよって、思おもっちゃうよ。

　言こと葉ばは悪わるいかもだけど、死しに神がみみたいなんだもん。

　しかも、

「あんたの背せ中なかに悪あく霊りょうが憑ついてる」って言いって、

　生せい命めい保ほ険けんを売うりつけようする。

　自じ分ぶんのキャラを使つかった上う手まい営えい業ぎょう方ほう法ほうなんだろうけど、

　オレはそれ言いわれていい気きしないんだよね。

　そりゃそうでしょ？

　悪あく霊りょうが憑ついてるなんて……。

　それに、悪あく霊りょうが憑ついてたからって、

「それじゃあ、万まんが一いちのために保ほ険けん入はいっておかなきゃ」ってならないよね？

　しかしさー、

　今日きょうもホントに、

　話はなし長ながいなー。

　なんだかんだで、おばさん、

　もう10分ぷん以い上じょうも、一人ひとりでしゃべってるよ。

　間まが無ないから、

　途と中ちゅうで会かい話わに割わり込こめないんだよな。

　愛あい想そ笑わらいしかできてねーし。

　あー、全まったくもォー。

　ホントに、

　悪あく霊りょうなんか憑ついてねーって。

　大だい丈じょう夫ぶだから、

　保ほ険けんなんか入はいんなくても。

　つか何なん回かい同おなじ話はなしすんだよ～。

　くり返かえさなくても、オレ聞きこえてるからさ。

　本ほん当とう、失しつ礼れいだよ、このおばさん。

　面めんと向むかって、

「悪あく霊りょう、悪あく霊りょう」って。

　もー、

　悪あく霊りょうじゃないよ。

　オレは守しゅ護ご霊れいなんだよ。































　最さい近きん人にん気きの相あい性しょう診しん断だんアプリは恐おそろしい。

　的てき中ちゅう率りつが異い常じょうに高たかいのだ。

　若わかい男だん女じょはみんな、このアプリを使つかって恋こい人びとを作つくっている。

　困こまったのは、占うらない師しだ。

　彼かれらの多おおくは仕し事ごとを変かえなくてはいけなくなるだろう。

　……かく言いう私わたしも他ひ人と事ごとではなかった。

「やっぱり、お金かねは用よう意いできません。あの……ごめんなさい」

　彼かの女じょはそう言いうと、そそくさと店みせをあとにした。

　一人ひとり残のこされたカフェの店てん内ないで、

　私わたしは「Ｅ判はん定てい」と表ひょう示じされたスマホの画が面めんを見みてうなだれていた。




　私わたしは結けっ婚こんサギ師しだった。

　その手て口ぐちはこうだ。

　結けっ婚こんしたい女おんなの人ひとに、その気きもないのに「結けっ婚こんする」とうそをついて信しん用ようさせ、

「家か具ぐインテリアの輸ゆ入にゅう業ぎょうに失しっ敗ぱいして、お金かねがいるんだ」とか、

「ご両りょう親しんにあいさつに行いきたいけど、スーツがない」とか言いって、

　お金かねをだましとったり、物ものを買かわせたりするわけだ。

　私わたしは、同おなじサギ師し仲なか間まの中なかで、少すこしは名なの知しれた存そん在ざいだったが、

　このアプリが世よに広ひろまってからは連れん敗ぱい続つづきだった。

　アプリの下くだす判はん定ていは正ただしい。

　私わたしがターゲットにした女じょ性せいとの相あい性しょうは、すべて最さい低ていランクの「Ｅ判はん定てい」になるのだ。

　どんな仕し組くみになっているかは、全まったく見けん当とうがつかないが、

　サギ師しと相あい性しょうが良いい女じょ性せいなんて、この世よに存そん在ざいしないだろう。




　急きゅうに予よ定ていがなくなり、何なにかで時じ間かんをつぶす必ひつ要ようができた私わたしは、

　カフェを出でると近ちかくの書しょ店てんに立たち寄よった。

　何なに気げなく書しょ棚だなに視し線せんを向むけ、自じ分ぶんの好すきな作さっ家かの本ほんに手てを伸のばした。

「……っ」

　そのとき、私わたしの手ての甲こうに、女じょ性せいの手てが重かさなった。

「あっ、ごめんなさい」

　声こえのする方ほうに顔かおを向むけた私わたしは、そのまま固かたまった。

　舌した先さき三さん寸ずんで、女じょ性せいを手て玉だまに取とることを生業なりわいとしてきた私わたしだったが、

　一いっ瞬しゅん、頭あたまが真まっ白しろになってしまったのだ。

「こんなことって、ホントにあるんですね」

　そう言いってくったくのない笑え顔がおを見みせたのは、とても可愛かわいらしい女じょ性せいだった。

　ピンクゴールドのイヤリングがキラキラとゆれる。

「……そ、そうですね」

　なんてつまらない返へん事じをしたものだと自じ分ぶんでは思おもったが、彼かの女じょは気きにしない様よう子すで、

「夏なつ目め乱らん歩ぽ、好すきなんですか？」

　と続つづけた。

　重かさねた手ての下したにあった本ほんの作さく者しゃだ。

「……そ、そうですね」

　なんとかそれだけ返かえした。緊きん張ちょうでうまくしゃべれないなんて初はじめてだった。

　これが一ひと目めぼれというやつなのかもしれない。

　私わたしはなんとか本ほんの話わ題だいで場ばをつなぎ、連れん絡らく先さきを聞きき出だした。

　初はじめて、本ほん気きでまた会あいたいと思おもったのだ。

　その後ご、食しょく事じの誘さそいを受うけてくれたときは、天てんにものぼる気き持もちだった。

　少しょう女じょマンガのような、ドラマチックな出で会あいに助たすけられた部ぶ分ぶんも大おおきかったと思おもう。

　レストランでの会かい話わは盛もり上あがり、

　食しょく事じがすむまでは全すべてが順じゅん調ちょうだった。

　だが、カタラーナというプリンのようなデザートの写しゃ真しんを楽たのしそうに何なん枚まいか撮とったあと、

　彼かの女じょはついにあの話わ題だいを口くちに出だした。

　つまり、相あい性しょう診しん断だんアプリの話わ題だいだ。

「試ためしてみましょうよー」

　スプーンをくわえた彼かの女じょは、自じ分ぶんのスマホをゆらして見みせた。

　クマやウサギのストラップが一いっ緒しょになってゆれる。

「こんなもので、本ほん当とうに相あい性しょうが判はん定ていできるなんて、信しん用ようしてないけどね……」

　そう言いって、ため息いきを１つ吐ついた私わたしは、人ひと差さし指ゆびを彼かの女じょのスマホの画が面めんにのせた。

　彼かの女じょも同おなじように指ゆびをのせる。

　すると、二人ふたりの指ゆび先さきからお互たがいに対たいして、赤あかい線せんが伸のび、

　重かさなったタイミングで、画が面めん全ぜん体たいが白しろく光ひかった。

　一いっ瞬しゅん置おいて、画が面めんに表ひょう示じされたのは「Ｓ判はん定てい」という文も字じと、

　小ちいさなエンジェルたちが祝しゅく福ふくのラッパを吹ふき鳴ならすアニメーションだった。

「やった」

　そう小ちいさく声こえに出だしてしまった。

　私わたしは彼かの女じょをだまそうとしていなかった。

　サギ師しではなく、一人ひとりの男おとことして彼かの女じょに接せっしていた。

　多た分ぶん、それが良よかったのだろう。

　ホントにこのアプリの精せい度どは素す晴ばらしい。

　私わたしは、テンション高たかめに切きり出だした。

「初はじめてですよ。Ｓ判はん定ていってこんなアニメーションが……。

　今いままでＥ判はん定ていしか見みたことなかったのに！」

　しかし、彼かの女じょは私わたしの言こと葉ばを冷れい静せいにさえぎった。

「山やま村むらさんは、何なんの仕し事ごとをなさっているんでしたっけ？」

　私わたしは驚おどろいて顔かおを上あげた。

　それまでのふんわりと優やさしげな雰ふん囲い気きと打うって変かわり、

　彼かの女じょの表ひょう情じょうはどこかけわしく見みえた。

「家か具ぐインテリアの輸ゆ入にゅう業ぎょうですが……」

　とっさに、言いい慣なれたうそをついてしまった。

　彼かの女じょの視し線せんがよりけわしくなる。

「……失しつ礼れいですが、それは本ほん当とうですか？」

「……ど、どうしたんですか？」

　彼かの女じょは持もっていたスプーンをカタラーナにザクッと突つき刺さすと、

　一いっ拍ぱく置おいてから口くちを開ひらいた。

「気きを悪わるくしないでほしいんですが、以い前ぜんにも同おなじことがあったんです。

　私わたしの、先せん輩ぱいの話はなしなのですが……」

　彼かの女じょは小ちいさなピンクベージュのハンドバッグから、

　不ふ釣つり合あいな黒くろい革かわの手て帳ちょうを取とり出だして見みせた。

「これが私わたしの仕し事ごとなんです」

　私わたしはつばをのみこんだ。

　エンジェルは、まだラッパを吹ふき鳴ならしている。

　なるほど。

　ホントにこのアプリの精せい度どは素す晴ばらしい。

　確たしかに相あい性しょうバッチリだ。
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Ａ「何なん個こ入はいってんの？」

Ｂ「９個こかな」

Ａ「やっぱモテるな」

Ｂ「……そんなことないよ」

Ａ「オレなんか０ですよ」

Ｂ「（カバンから包ほう装そうされた箱はこを出だして、Ａに差さし出だす）ほら」

Ａ「……いや、お前まえ。それはないだろ。渡わたした子こかわいそうだよ」

Ｂ「ちげーよ。オレからだよ」

Ａ「……は!?　なっ、何なに言いってんだよ」

Ｂ「ははは。冗じょう談だんだよ。Ｃ子こから渡わたしておいてって」

Ａ「なんだ。そーいうことか、やっぱ優やさしいなＣ子こは」

Ｂ「そーかな。みんなに好すかれたいだけだと思おもうけど」

Ａ「さすが幼おさななじみ。オレは内ない面めんわかってますよ発はつ言げん」

Ｂ「……悪わるい？」

Ａ「いや、別べつに悪わるくねーよ。実じっ際さい、幼よう稚ち園えんからだっけ？　一いっ緒しょなわけだし」

Ｂ「でも、好すきなんじゃないの？　Ｃ子このこと」

Ａ「え、……何なにそれ。今いま、言いった方ほうがいいこと？」

Ｂ「……いや。ごめん。なんとなく流ながれで」

Ａ「……うー、オレって、そんな態たい度どに出でるタイプ？」

Ｂ「いやいや。まー、オレがさ。『内ない面めんわかってますよ発はつ言げん』しちゃうタイプだから」

Ａ「ふっ。なるほどね。確たしかに」

Ｂ「『確たしかに』じゃねーよ」

　Ａと一いっ緒しょに笑わらいながらもＢは、友とも達だちがライバルになってしまったことを確かく信しんしていた。




　Ｂは家いえに帰かえり、カバンの一いち番ばん奥おくからチョコを１つ取とり出だし、

　それをゴミ箱ばこに捨すてた。































　その青せい年ねんは首くびを横よこにふると、少すこし悲かなしげな表ひょう情じょうを浮うかべ、

「優ゆう子こさん」

　と、わたしの名な前まえをつぶやいた。

　そして彼かれは続つづけて、

「どうしてわたしの名な前まえを？」

　と言いった。

　わたしは驚おどろいた。

　彼かれが口くちに出だした言こと葉ばが、今いま、わたしの頭あたまに浮うかんだ言こと葉ばと、

　一いち言ごん一いっ句く違たがわず、全まったく同おなじだったからだ。

「あなたはいつも、初しょ対たい面めんの僕ぼくに対たいして、同おなじことを言いうんです」

　彼かれの言こと葉ばの意い味みがわからず、キョトンとしたわたしに対たいして、

　彼かれはニッコリと優やさしく微笑ほほえんでみせた。

「ループ……、

　つまり、僕ぼくはくり返かえしているんです。

　この瞬しゅん間かんを、

　何なん度ども。

　何なん度ども。

　あなたにとっては初はじめてのことだとしても。

　いえ、あなただけじゃない……」




　そう言いうと彼かれは、私わたしに顔かおを近ちかづけ、それから窓まどの方ほうを指ゆび差さした。

「窓まど辺べに座すわり紅こう茶ちゃを口くちに運はこぶ女じょ性せいも、

　そこで、テレビを眺ながめている男だん性せいも、

　今いまを、初はじめての『今いま』として過すごしている。

　でも、僕ぼくにはあるんです、

　この瞬しゅん間かんを、何なん度どもくり返かえしている記き憶おくが。

　僕ぼくにとって今いまは、何なん度ど目めかの『今いま』なんです」




　話はなしは簡かん単たんに信しんじられるものではなかった。

　反はん論ろんをしようとしたわたしだったが、

　彼かれの顔かおが近ちかくにあり、気き恥はずかしくて、うなずくことしかできなかった。

「何なん度ど見みても、かわいいリアクションですね」

　そんなことを言いわれて、余よ計けいに顔かおが赤あかくなるのが、自じ分ぶんでもわかったので、

　わたしは急いそいで彼かれから視し線せんを外はずした。




「その表ひょう情じょうを見みるのだって、

　僕ぼくにはもう何なん度ど目めか……」

　彼かれは少すこしうつむいていた。

「あなたにとっての僕ぼくは、

　だれともわからない、

　初しょ対たい面めんの人にん間げんに過すぎない……。

　だとしても、

　僕ぼくにとっての、あなたは違ちがう。

　僕ぼく達たちは何なん度ども出で会あっているんです。

　この部へ屋やで。

　何なん度ども。

　何なん度ども。

　会かい話わだってたくさんしているんです。

　僕ぼくはあなたのことなら、たいていのことは知しっているんですよ。

　どこで生うまれたのか。

　好すきな食たべ物ものは何なにか。

　学がっ校こうでは美び術じゅつが得とく意いだったこと。

　そうそう、

　初はつ恋こいの相あい手てまで知しっているんですよ。

　小しょう学がく生せいのときに同おなじクラスだった、とても背せの高たかい少しょう年ねん。

　名な前まえはケンヤ君くん」

「……ケンヤ君くん」

　そうつぶやいたわたしは、

　彼かれが話はなしていることが、本ほん当とうのことであると確かく信しんした。

　わたしの初はつ恋こいの相あい手てなんて、

　わたし自じ身しんがしゃべったのでなければ、伝つたわりようがない情じょう報ほうだったからだ。

「本ほん当とうに……

　わたし達たちは、何なん度ども会あっているのね」

　そう言いったわたしに、彼かれは笑え顔がおでうなずいた。

「よかった。信しんじてくれて」

　それから彼かれは、

　わたしの手てをそっとにぎると、

　まっすぐにわたしの目めを見みて言いった。
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「……僕ぼくがこれから言いうことを、

　信しんじてほしいんです。

　信しんじたくもないことだと思おもいますが、

　でも、

　これは、

　真しん実じつなんです……」

　わたしは、

　ゆっくりと深ふかくうなずいた。

　彼かれから聞きく言こと葉ばなら、

　それがどんな真しん実じつでも受うけ入いれよう。

　そう思おもったからだ。

　でも、実じっ際さいに聞きいた彼かれの話はなしは、

　わたしの想そう像ぞうを遥はるかに超こえていて、

　到とう底ていわたしには、受うけ入いれることはできないものだった……。

　彼かれは、わたしにこう言いったのだ。




「優ゆう子こさん……




　夕ゆう飯はんは、




　もうさっき食たべたでしょ」































　昨日きのううちの姉ねえちゃんとさ、

　すごい霊れい能のう力りょくを持もってるってうわさのイタコのところに行いったんだ。

　で、姉ねえちゃんが、

「彼かれはなんで自じ殺さつなんかしたんですか？」って聞きいたら、

　そのイタコ、

「覚おぼえてない」って言いうんだぜ？

　ガッカリしたよ。

　そんなわけないじゃん？

　自じ分ぶんが死しんだ理り由ゆうをだよ？

　覚おぼえてないってさー、

　忘わすれる人ひとなんているか？　フツーに考かんがえてさ。

　要ようするに、あのイタコは霊れい能のう力りょくなんて持もってないんだよ。

　まったく、あれで結けっ構こうな金かねを取とるわけだから、

　ふざけてるよ！

　姉ねえちゃんには言いったんだよ、散さん々ざん。

「金かねの無む駄だだからやめておけ」って、

「どーせ、霊れい能のう力りょく者しゃなんてインチキだ」って。

　でも聞きく耳みみ持もたないんだよ。

　昔むかしはオレの言いうことなら、

　結けっ構こうなんでも聞きいてくれる優やさしい姉あねだったんだけどね。

　変かわっちゃったなあ～。……なんてね、冗じょう談だんだよ。

　わかってるよ。

　今いまでも、

　姉ねえちゃんが全ぜん然ぜん変かわっていないのは。































　テレビには男おとこの子こが映うつっている。小しょう学がっ校こう低てい学がく年ねんくらいのその子こは、スーパーの店てん内ないで、

　身みの丈たけに合あわない大おおきな買かい物ものカゴを持もって、ウロウロしている。

　大人おとなが見みると信しんじられないことだが、かなり近ちかくからカメラマンが撮さつ影えいしているのに、

　彼かれはそのことに気き付づいていないようだ。カメラマンは店てん員いんかのように聞きく。

「何なにを買かいに来きたんですか？」

　男おとこの子こは母はは親おやから渡わたされたメモをポケットから取とり出だす。

「うんとね。トマトとね。マヨネーズとね。あとねー」

「トマトはあっちの方ほうだね」

　カメラマンが指ゆび差さす方ほう向こうに、男おとこの子こは駆かけて行いく。

　画が面めんが切きり替かわり、レジで会かい計けいをする男おとこの子こが映うつった。

　ちゃんとお金かねを払はらい、おつりを受うけ取とれた男おとこの子こは、どこかほこらしげな顔かおをしている。

　また画が面めんが切きり替かわる。帰かえり道みちのようだ。

　行いきと違ちがって荷に物もつがあるせいか、男おとこの子この足あし取どりが重おもい。

　少すこし歩あるいては、道みちに座すわる、という行こう動どうをくり返かえしている。

　ソファーに座すわり、テレビを見みている女じょ性せいは肩かたをふるわせて泣ないている。

　となりに座すわっている男だん性せいは涙なみだをこらえている。

　テレビの中なかの男おとこの子こは、座すわったままで、歩あるかなくなってしまった。

「疲つかれたよー」と独ひとり言ごとを言いっている。

　せまい道みちだったので、座すわっている男おとこの子こは、通つう行こう人にんのじゃまになっている。

　再ふたたびカメラマンが彼かれに声こえを掛かける。

「疲つかれたんならオジさんの車くるまに乗のりなよ」

　男おとこの子こが車くるまに乗のる様よう子すがテレビに映うつる。

　そこで映えい像ぞうが切きれ、テレビ画が面めんは真まっ暗くらになった。

　デッキからＤＶＤが吐はき出だされる。

　涙なみだをこらえていた男だん性せいは、耳みみ元もとに当あてた携けい帯たい電でん話わを持もち直なおして言いった。

「１０００万まん振ふり込こみます」































　昼ちゅう食しょくに使つかった食しょっ器きを洗あらっているところだった。

　チャイムが鳴なったので、私わたしは手てについた泡あわを水みずで落おとす。

　玄げん関かんを開あけた私わたしは「お義か母あさん…」と言いって、

　それから白しら々じらしく「……どうしたんですか？」と続つづけた。

　頭あたまが回かい転てんする。

　用よう件けんはわかっていた。

　お義か母あさんが口くちを開ひらく。

「……あの子こから電でん話わがあって、もう私わたしの言いうことは聞きかないって」

　それは……昨さく晩ばんのことが原げん因いんだ。







　───彼かれは視し線せんをテレビに向むけたまま、「あのさ」と切きり出だした。

　私わたしはすぐにしょうゆ瓶びんを手てに取とった。

　秋さ刀ん魚まがうす味あじだったので、催さい促そくされると思おもったからだ。

　しかし、違ちがった。

「来らい年ねんから海かい外がい赴ふ任にんすることになったから」

　彼かれの言こと葉ばに、私わたしの時じ間かんは止とまった。しょうゆ瓶びんは宙ちゅうに浮ういたままだった。

「……はい？」

　聞きくと、彼かれの会かい社しゃが海かい外がいにも進しん出しゅつすることになって、

　そちらで働はたらくスタッフとして、語ご学がくに堪たん能のうな彼かれにも白しら羽はの矢やが立たったらしい。

　私わたしは初はつ耳みみだったが、会かい社しゃからはかなり前まえから聞きかされていた話はなしのようだ。

「治ち安あんとか心しん配ぱいだし迷まよったんだけど、母かあさんが出しゅっ世せのチャンスだって言いうからさ」

　彼かれの口くちぶりはたんたんとしたもので、この話はなしの目もく的てきが『相そう談だん』ではなく、

　決けっ定てい事じ項こうの『伝でん達たつ』であるということが、よくわかった。

「選えらばれたのは光こう栄えいなことだしさ。同どう期きの中なかでは……」

　言こと葉ばは聞きこえていたが、頭あたまが受うけ付つけなかった。

「料りょう理りはまあまあらしいし。母かあさんも旅りょ行こうで…」

「……」

　ガンッ！

　しょうゆ瓶びんの底そこが、テーブルを強つよく打うち付つけた。

　それは、私わたしの積せき年ねんの不ふ満まんに火ひが点ついた、言いうなれば爆ばく発はつ音おんのようなものだった。

「私わたしの仕し事ごとは？」

　声こえに怒いかりの感かん情じょうが乗のっていたのだろう。

「えっ？」

　彼かれはテレビから視し線せんを切きって、私わたしの方ほうに顔かおを向むけた。

「……私わたしだって働はたらいているのよ」

「……えっ？　ああ、そうだよね、えっと……」

　彼かれは『驚おどろき』の表ひょう情じょうを浮うかべていた。

　お見み合あい結けっ婚こんだった私わたし達たちは、短みじかかった交こう際さい期き間かんもふくめ、

　ほとんどケンカらしいケンカというものをしたことがなかった。

　しかし、

　私わたしにだって感かん情じょうはある。

「……もしカナがいやだって言いうなら、単たん身しん赴ふ任にんも希き望ぼうできると思おもうよ……」

「いやだとかそういうレベルの話はなしじゃないわよ。なんで早はやく相そう談だんしてくれなかったの？

　それに子こどもだって……来らい年ねんになったら考かんがえようって言いってたじゃない」

「いや、それは母かあさんがね……」

　わざとだろうか？

　さらに燃ねん料りょうを投とう下かされた私わたしは、彼かれにまくしたてた。

「大だい体たい、いっつもいっつも、母かあさん、母かあさん！

　二ふた言こと目めには、母かあさん、母かあさん!!　あなた一いっ体たい何なん歳さいなのよ」

　彼かれはお義か母あさんの意い向こうに添そって行こう動どうすれば、全すべてが丸まるく収おさまると、

　本ほん気きで考かんがえているようだった。

　１年ねん前まえだってそうだ。

　忘わすれもしない。忘わすれられるはずもない。

「私わたしが着きたウエディングドレスだって……」

　怒いかりがあふれてくる。

「あなたのお義か母あさんが選えらんだのよ。おかしいと思おもわないの？

　それで良いいと本ほん気きで思おもったの？」

　彼かれは口くちを小ちいさくパクパクと動うごかしていたが、何なにも言いわずだまってしまった。

「もう少すこし自じ分ぶんで考かんがえなさいよ……」

　それから最さい後ごに、

「……このマザコン」

　と言いって締しめくくろうかと思おもったが、さすがにそれは自じ制せいした。

　代かわりに、

「…そのライオン柄がらのパジャマだってそうよ。自じ分ぶんで似に合あってると思おもってるの？」

　私わたしはイヤミったらしく、そう言いった。

　新しん婚こん夫ふう婦ふのあたたかい食しょく卓たくから聞きこえるのは、テレビから流ながれるかわいた笑わらい声ごえと、

　私わたしがみそ汁しるをすするズルズル音おんだけになった。

「……フ、フフフ、ハハハッハ」

　しばらく押おしだまっていた彼かれが突とつ然ぜん笑わらい出だし、

　私わたしは彼かれがどうにかなってしまったのかと思おもった。

「そうだよね。フフフ、実じつはオレもずっと思おもってたんだ」

　そう言いって立たち上あがると、彼かれは寝しん室しつに向むかい服ふくを着き替がえて戻もどってきた。

　私わたしが買かった紺こん色いろの無む地じのパジャマだ。

「こっちの方ほうがいいよね」

　私わたしがだまってうなずくと、彼かれはニッコリと微笑ほほえんだ。

「これからはさ。

　自じ分ぶんの気きに入いっていない、母かあさんが選えらんだだけの物ものは処しょ分ぶんすることにするよ」

　そう言いうと、彼かれはすっかり冷さめてしまった秋さ刀ん魚まにしょうゆを落おとした。

　結けっ局きょく、単たん身しん赴ふ任にんに関かんしても一いっ旦たん、白はく紙しに戻もどすことになった。

「今こん後ごは自じ分ぶんの頭あたまで考かんがえるよ。母かあさんにも電でん話わでそう伝つたえるから」

　今け朝さ、スーツ姿すがたの彼かれは私わたしにそう言いってから出しゅっ勤きんしていった───。










　お客きゃく様さま用ようのコーヒーカップをテーブルに置おく。

　カツン。

　昨日きのうと違ちがい、今日きょうはできるだけゆっくりと優やさしく。

　お義か母あさんは声こえが大おおきく押おしの強つよい印いん象しょうだが、

　息むす子この嫁よめだからという理り由ゆうでイヤミを言いうようなタイプではなかった。

　それでも、今日きょうに限かぎっては何なにを言いわれるかわからない。

　対たい面めんに座すわった私わたしは、生なまつばを飲のみこんだ。

　コーヒーに口くちをつけ、それからお義か母あさんは私わたしに視し線せんを向むけた。

「一いっ体たい、何なにが原げん因いんなの？」

　口く調ちょうは落おち着ついたものだった。

「原げん因いん…ですか？」

「そうよ。あの子こが私わたしの選せん択たくに反はん対たいするなんて、今いままで一いち度どもなかったのよ」

「……亮りょう太たさんも、もう大人おとなですし、お義か母あさんに頼たより過すぎな部ぶ分ぶんを少すこし、

　反はん省せいしたんじゃないかと…」

　私わたしは小こ声ごえで返かえした。

「それは、そうかもしれないわね。はあ、あの子こも、もう大人おとなだものね……」

　お義か母あさんはそこまで言いうと、しばらく間まをあけ、言こと葉ばを続つづけた。

「…あの子こは生うまれたとき、身体からだが小ちいさくてね。私わたしがしっかりしなくちゃ。この子こは私わたしが守まもるんだって、そう心こころに決きめたの。でもそれが、結けっ果か的てきに、あの子こを依い存ぞん心しんの強つよい子こにしてしまったのかもしれないわね……」

　どうやら、お義か母あさんは私わたしに文もん句くを言いうために、

　わざわざ家いえを訪たずねて来きた訳わけではないようだ。

　私わたしは警けい戒かいレベルを引ひき下さげ、自じ分ぶんのコーヒーに口くちを付つける。

「実じつはウエディングドレスのことも聞きいたの」

　口くちにふくんだコーヒーを吹ふき出だしそうになる。

　警けい戒かいレベルが再さい度ど上あがる。

　というか、旦だん那なへの怒いかりのレベルが上あがった。

「昔むかしから私わたしって、自じ分ぶんが良よいと思おもった物ものが絶ぜっ対たいだと思おもってしまうきらいがあって。

　カナさんの顔かお立だちだと、印いん象しょうのハッキリしたあのドレスの方ほうが似に合あうかなあと、

　思おもっちゃったのよね。でもそれって私わたしの価か値ち判はん断だんでしかなくて……」

　お義か母あさんの話はなしは、ところどころ私わたしの容よう姿しを批ひ判はんするような表ひょう現げんも入いり混まじっていたが、

　話はなしを要よう約やくすると、それは『私わたしへの謝しゃ罪ざい』だった。

「いいんですよ、お義か母あさん。

　ドレス綺き麗れいだったって友とも達だちにもすごく言いわれたんですから」

　私わたしの助たすけ舟ぶねに、お義か母あさんの表ひょう情じょうが少すこし和やわらぐ。

「そう言いってもらえるとホッとするわ。

　私わたし、カナさんにきらわれちゃっているのかと思おもって……」

　私わたしは首くびを横よこにふった。

「そうしたら、もう一いち度ど考かんがえ直なおせないのかしら」

　私わたしが反はん応のうに困こまっていると、お義か母あさんは話はなしを続つづけた。

「……やっぱり、今こん回かいのことばっかりは納なっ得とくがいかないのよね。

　もう一いち度ど私わたしからあの子こを説せっ得とくしたいという気き持もちもあるんだけど。

　……カナさんは、カナさん自じ身しんの気き持もちは、どうなの？」

　昨さく晩ばんは感かん情じょう的てきに反はん発ぱつしてしまったが、落おち着ついて今いま考かんがえ直なおしてみても、

　やはり海かい外がい赴ふ任にんは正しょう直じき困こまる。

　今いまやっているお料りょう理り教きょう室しつの先せん生せいだって、ずっと夢ゆめだったものをやっとかなえた仕し事ごとなのに。

「それは、えっと、あの…私わたしには、私わたしの仕し事ごともありますし……」

　私わたしがそう言いうと、お義か母あさんはまたため息いきをついた。

「……そう。わかったわ。残ざん念ねんだけど、二人ふたりで決きめたことですものね。

　私わたしが決きめることではないものね」

　私わたしはお義か母あさんの目めを見みて、小ちいさくうなずいた。

　お義か母あさんは空からになったカップをテーブルに置おくと、

「じゃあ、私わたしは帰かえるわね」

　と言いった。

「えっ？　亮りょう太たさんも、もう少すこしで帰かえると思おもいますし、

　夕ゆう食しょくは食たべていかれないんですか？」

　私わたしの言こと葉ばに、お義か母あさんは首くびを横よこにふった。

「お父とうさんの晩ばんごはんを用よう意いしてないし。

　それに、もう一いち度どだけ二人ふたりで話はなし合あってほしいの」

「あ、……はい」

　私わたしがそう言いうと、お義か母あさんは優やさしい笑え顔がおを私わたしに向むけた。

「また私わたしの余よ計けいな口くち出だしになってしまうかもしれないけれど、私わたしはやっぱり、

　亮りょう太たには………カナさんが一いち番ばん合あっていると思おもうのよ」








































　彼かの女じょは、

　巨きょ大だいな体からだつきをしていた。

　何なにかを食くらったあとなのだろうか、

　口くちのまわりには、べっとりと赤あかいものがついている。

　無む邪じゃ気きな笑えみを浮うかべ僕ぼくに近ちかづくと、

　首くびをしばり、

　軽かる々がると僕ぼくを担かつぐと、

　部へ屋やに吊つるしたのだった。

　しかも彼かの女じょは、

　僕ぼく一人ひとりを毒どく牙がにかけただけでは満まん足ぞくせず、

　さらに三人にんの首くびを次つぎ々つぎと絞しめていった。

　ならんで吊つるされた僕ぼくらを見みて、

　彼かの女じょは満みち足たりた表ひょう情じょうを浮うかべた。

　もし彼かの女じょに動どう機きを聞きけたのであれば、

　こう答こたえるだろう。

「だって雨あめが降ふっていたから……」

　まさに鬼おにの所しょ業ぎょうである。































　僕ぼくは写しゃ真しんの中なかでしか、空そらを知しらなかった。

　それは、僕ぼくがクローン人にん間げんだからだ。

　僕ぼくらはその存そん在ざいを世せ間けんに知しられてはいけない。

　だから、僕ぼくらは生うまれたこの施し設せつの中なかから出でられない。

　手て枷かせ、足あし枷かせをつけられ逃にげることなどできず、部へ屋やには窓まどがない。

　クローン人にん間げんの目もく的てきは、オリジナルの人にん間げんにもしものことがあった場ば合あいに、

　彼かれの代かわりに残のこりの人じん生せいを生いきることだ。

　僕ぼくのオリジナルは政せい治じ家かだった。

　次じ期き大だい統とう領りょう候こう補ほの一人ひとりで、争あらそいのない平へい和わな国くにを作つくることが彼かれの生いきる目もく的てきだ。




　ある日ひ、施し設せつに連れん絡らくが入はいった。

　交こう通つう事じ故こで彼かれが死し亡ぼうしたという連れん絡らくだった。

　大おおきな玉たま突つき事じ故こで、彼かれ以い外がいにも数すう人にんの死し亡ぼう者しゃが出でたらしい。

　当とう初しょ、ライバル政せい治じ家かのしわざかと報ほう道どうははやし立たてたが、

　正しょう直じき、僕ぼくにはどうでもよかった。

　ただ幸しあわせを感かんじた。

　結けっ局きょく、たいていのクローン人にん間げんは、オリジナルに代かわることなく、

　このせまい施し設せつの中なかから一いっ歩ぽも出でずに、その生しょう涯がいを終おえる。

　それを考かんがえると、オリジナルや事じ故この被ひ害がい者しゃには申もうし訳わけないが、

　役やく割わりが回まわってきた自じ分ぶんのことを幸こう運うんに感かんじたのだ。







　あれから数すう年ねん、生うまれて始はじめて、施し設せつの外そとで暮くらす僕ぼくは、

　日ひがな一いち日にち、空そらを眺ながめて暮くらしている。

　たてじまは入はいっているが、

　本ほん物ものの空そらだ。































　こないだ授じゅ業ぎょう中ちゅう、

　みんなスマホとかイジってて、だれも話はなし聞きいてなかったときがあったんだ。

　そしたら先せん生せいが、

「たしかに、この授じゅ業ぎょうは社しゃ会かいに出でて直ちょく接せつ役やくに立たつわけじゃないかもしれない。

　でもがんばったことがあるという経けい験けんは必かならず役やくに立たつ。

　いつの日ひか、だれもがそれに気き付づく日ひが来くるんだ」

　ってつぶやいたの。

　口くちではあんま、そーいう説せっ教きょうくさいこと言いわない先せん生せいだったから、

　オレふくめて、クラス中じゅうが、

　なんかすげー感かん動どうしちゃってさ、

「私わたし、勉べん強きょうする気きになったよ」とか、

「オレは先せん生せいみたいな大人おとなになりたいかも」とか、

　目めを輝かがやかせて、みんなそれぞれにつぶやいてさ──。

　オレは、

　まだ将しょう来らいのこととかよくわかんないから、

　とりあえず、その場ばで先せん生せいのつぶやきを、

「いいね！」したんだ。































　ネット通つう販はん便べん利りだよね。

　オレこないだ、

『透とう明めいになれる薬くすり』っての見みつけて、即そく注ちゅう文もんしたんだ。

　やっぱ男おとこの夢ゆめっていうか、

　透とう明めいになれたら、あんなことやこんなことしたいな……って、

　ほら、いろいろあるじゃん？

　それで数すう日じつ後ご、届とどいた薬くすりを飲のんだんだ。

　そしたら、すぐにつま先さきから透とう明めいになって、

　風ふ呂ろ場ばの鏡かがみで見みたら、自じ分ぶんの姿すがたが写うつっていなかったんだ！

　それからはもう毎まい日にち、女おんな湯ゆのぞき放ほう題だいだよ！

　映えい画がも見み放ほう題だいだし、

　今いままで行いきたくても行いけなかった所ところ行いき放ほう題だい！

　でも残ざん念ねんだったこともあって、

　それは幼おさななじみの子こに、

　カレシがいるって知しっちゃったこと。

　まあ、そのカレシの方ほうがさ、

　透とう明めいになって幼おさななじみの部へ屋やをのぞきに行いくような、

　オレなんかよりは、百倍ばいマシな男おとこだと思おもうけどね。

　こういう状じょう況きょうになってからさ、自じ分ぶんの本ほん心しんっていうのかな、

　その子このこと好すきだったんだなって、気きづいてさ。

　オレにはもう絶ぜっ対たい手てが届とどかない存そん在ざいなんだなー……って思おもうとね。

　ちょっとね。自じ分ぶんのバカさかげんに、後こう悔かいした。

　……なんつってな。

　シンミリすんの、オレらしくねー！

　ポジティブポジティブ！

　上うえをむいて、いこう！































「ねえ、里り香か。死し亡ぼう時じシチュエーションってアプリ知しってる？」

　カレシの有ゆう都とは会あうなりテンション高たかく、切きり出だした。

　話はなしを要よう約やくすると、そのアプリは、名な前まえを入にゅう力りょくすると、

　その人ひとが死しぬときのシチュエーションを教おしえてくれるアプリらしい。

　有ゆう都とのテンションが高たかかったのは、名な前まえを入にゅう力りょくしたときに表ひょう示じされた内ない容ようが、

　自じ分ぶんの理り想そうの死しに方かたに近ちかかったからみたいだ。

　見みせられたスマホの画が面めんはこんな内ない容ようだった。

『あなたの死し亡ぼう時じシチュエーション

　名な前まえ：藤ふじ沢さわ有ゆう都と（77歳さい）

　旅りょ館かんの一いっ室しつ。

　部へ屋やから海うみが見みえる。

　少すこし開あけた窓まどから入はいる潮しお風かぜが心ここ地ちよい。

　妻つまの手てをにぎり、笑え顔がおでその生しょう涯がいを終おえる。』

　有ゆう都とは「この旅りょ館かんって去きょ年ねん、一いっ緒しょに行いった所ところのことだよなー」とか言いって、

　とても嬉うれしそうだ。

　そんな有ゆう都とを見みて、ちょっとは二人ふたりの将しょう来らいのことも考かんがえてんのかなって思おもって、

　なんだか私わたしも嬉うれしくなった。

「じゃあ、私わたしはどうなのかな」と、私わたしは自じ分ぶんの名な前まえを入にゅう力りょくした。

　画が面めんが切きり替かわり、文ぶん章しょうが表ひょう示じされた。

『あなたの死し亡ぼう時じシチュエーション

　名な前まえ：内ない藤とう里り香か（85歳さい）

　自じ宅たくの寝しん室しつ。

　子こども、孫まごに見み守まもられている。娘むすめは父ちちの遺い影えいを手てにしている。

　昼ひる過すぎ、部へ屋やに差さす温あたたかい光ひかりの中なかで、

　静しずかにその生しょう涯がいを終おえる。』

　有ゆう都とに見みせられなかった。































　Ａ、Ｂは腹はらの底そこから声こえを出だして笑わらった。

Ａ「ウケるー」

Ｂ「でも乗のり換かえるんだ？」

Ａ「まだ全ぜん然ぜん使つかえるんだけどさ」

Ｂ「じゃあ、別べつに良よくない？」

Ａ「反はん応のうがイマイチなんだよね。あとフツーに飽あきたし」

Ｂ「どれくらい使つかってんの？」

Ａ「もうちょいで１年ねんくらいかな」

Ｂ「えー、私わたしなんて３年ねん目めだけど」

Ａ「飽あきない？」

Ｂ「変かえると不ふ便べんじゃない？」

Ａ「最さい初しょはね。でも機き能のうとか覚おぼえてくのが楽たのしい」

Ｂ「次つぎのは何なににするか決きめてんの？」

Ａ「こないだ店みせ入はいったら、チョーかわいいの見みつけて」

Ｂ「へー。結けっ局きょくは見みた目めなんだ？」

Ａ「うん。見みた目めは重じゅう要ようでしょ」

Ｂ「女じょ子し？」

Ａ「うん。男だん子しはキビシイよ」

Ｂ「そうなんだ？」

Ａ「結けっ構こう操そう作さ違ちがうから。前まえ試ためしたことあんだけど慣なれなくてスグ変かえた」

Ｂ「ホント、コロコロ変かえてんだね」

Ａ「別べつに良よくない？」

Ｂ「ま、別べつにいーけど」

Ａ「だって、この星ほしに70億おくもあるんだよ」

Ｂ「そーだよねー」

　Ａ、Ｂはまた腹はらの底そこから声こえを出だして笑わらった。































　昨日きのうのことなんだけどね。

　先せん輩ぱいが会かい社しゃの近ちかくに引ひっ越こしたって聞きいて、

　オレと仲なかの良いい後こう輩はいの二人ふたりで、

　先せん輩ぱいの家いえに行いってみたんだ。

　結けっ構こう立りっ派ぱなマンションで、

　先せん輩ぱいの給きゅう料りょうでよく払はらえるなー、

　って思おもったんだよね。

　でも理り由ゆうはすぐわかったんだ。

　家いえに居いた先せん輩ぱいが、

　玄げん関かんのドア開あけてくれたときに、

　すぐにオレ異い様ような感かんじに気き付づいて、

　顔かおしかめて、

「ココって……大だい丈じょう夫ぶですか？」

　って思おもわず言いっちゃったよ。

　そしたら先せん輩ぱい真ま顔がおになって、

「お前まえって、そーいうのわかる人ひとなんだ。

　そうなんだよな、ここ、いわゆる『ワケあり物ぶっ件けん』で、

　前まえに殺さつ人じん事じ件けんがあった部へ屋やらしいんだよ」

　こわいことをサラッと告こく白はくしてきたんだ。

　オレ、「やっぱ帰かえる、ヤバい感かんじがする」って言いったんだけど、

　一いっ緒しょに行いった後こう輩はいに、

「もう、何なに非ひ科か学がく的てきなこと言いってるんすかー」

　って、無む理りやり手てを引ひっ張ぱられちゃって、

　なんか押おし切きられるままに、

　その部へ屋やで酒さけ飲のんだんだ。

　でも全ぜん然ぜん、酔よえなかった。

　だってずっと見みえてるんだもん、

　透すけてる女おんなの人ひと。

　お腹なかに思おもいっきり刃は物もの刺ささってて、

　すごい恨うらみの念ねんが出でてて、

　鬼おにの形ぎょう相そうって感かんじ。

　先せん輩ぱいに、実じつ害がいはないのか聞きいたら、

「オレ霊れい感かんないから全ぜん然ぜん平へい気き」って、

　ケロッとしてた。

　相そう場ばの半はん額がくくらいで部へ屋や借かりられてるって話はなしで盛もり上あがってて、

　後こう輩はいも「うらやましいっす」って笑わらってた。

　オレはお前まえらの吞のん気きさがうらやましいよ、って思おもった。




　結けっ局きょく１時じ間かんくらい居いて、

　もームリって思おもって後こう輩はい置おいて、帰かえることにしたんだ。




　最さい後ごに玄げん関かんのとこで、

　一いち応おうは霊れい感かんあるものの義ぎ務むとして、

　早はやく引ひっ越こした方ほうがいいって、先せん輩ぱいに忠ちゅう告こくしたんだ。

　でも全ぜん然ぜん聞きく耳みみ持もってくれなくて、

「安やすいしー」

「会かい社しゃ近ちかいしー」

「この部へ屋や借かりるの大たい変へんだったしー」

「引ひっ越こすの面めん倒どうくさいしー」

　って、ペラペラと御ご託たくを並ならべてさ、あげくの果はてに、

「そうだ、来らい週しゅうの花はな火び大たい会かいうちで見みてけよ！　ここからめっちゃよく見みえるから」

　なんて言いうから、ため息いきでたよ。

　ホント霊れい感かんない人にん間げんは、危き機き感かん足たりてないなー、って。


































　黒くろいイヌを見みつけると男おとこは赤あかい車くるまに戻もどった。

　銀ぎん色いろの上うわ着ぎを脱ぬぐと、青あおいワンピースの少しょう女じょが男おとこに聞きいた。

「シロは見みつかった？」
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